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 famille 執筆の 1870 年代において、マロは革命による急激な社会変革ではなく、あ
くまでも社会の安定を志向していた。そうした枠組みのなかで、この小説の執筆を通
して、児童教育への強い関心を背景に、国家や社会を批判しようとした。出版社エッ
ツェル社社長のピエール＝ジュール・エッツェルとの間で 1869 年、Sans famille 執
筆契約が結ばれる。だが、その後、マロとエッツェルの意見の対立に起因して 1877

































































































































要旨公表可能日：     年   月   日以降 
 
